
 

平成２８年度第４回佐倉市行政評価懇話会 

 

１ 日  時 平成２８年１１月１９日（土）午前９時３０分～ 

 

２ 会  場 社会福祉センター３階中会議室 

 

３ 内  容（議事） 

（１）第２回市民ワークショップについて 

（２）平成28年度評価対象施策について 

（３）その他 

 

４ その他   

（１）事務連絡等（事務局）  

 

 

資料 

 ・資料１ 第 1回市民ワークショップ全意見 

 

実施計画書（平成 28 年度～平成 30 年度） 

 その他参考資料 
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【資料１】 



 

  
課題 

 
 諸施設

基本的

 運動団

 訪問往

（

 イベン

    →

   
 

 宣伝が

→せっ

 予防的

 健康な

 入院で

 スポー

→現行

 安くて

 安く利

 市へ診

  →扶養

受診率

 健康診

 →期限

 GW 期

 がんセ

 男性の

 
良いところ

 
 行政と

 運動の

 医療機

 →医療機

 

設への交通ガ

的に車利用の

団体に参加す

往診してくれ

（歯科のみで

ントや啓発は

→地域での

が下手★★ 

っかく良い取

的観点の情報

なうちに健康

できる病院が

ーツ教室の年

行の年２回

て気軽に行け

利用できる運

診断書の結果

養家族など

率があがる

診断の期限を

限中にいけ

期間等混雑が

センターがほ

の参加を促す

ろ 

としての取

の大会が多

機関との連携

機関でスポ

ガイダンス

のシステム

する一覧表

れる一覧表

でなく全て

は年代別で

つながりに

 
取組があっ

報提供がほ

康習慣を身

が少ない →
年間実施数

回程度では、

けるリハビ

運動施設が
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市以外で健
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他にも・・
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表を作る 
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ての分野）
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に結びつく

っても、伝わ

ほしい★ 
身につける機

→ 紹介がな

数を増やす

参加がむ

ビリセンター

が地域毎にほ

タ提出しない

健診を受け

いか。 
い 
があるので

れる期間中、

今後、高齢

法はないか

姿勢は良い

ため、先生方

ェネリック

・・ 
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いる。 

域区ごとに

。 

わってこな

機会を設け

なくても利

 
むずかしい。

ー★ 
ほしい 
い人が多い

けている人が

で、有効期限

、休日担当

齢化社会が進

と思う 

方が必ず運

の利用を進

に開催して

ない。 

けてほしい★

利用できる小

せめて月

いのではない

が受診率に

限をなくし

当医を１箇所

進むと重要

運動をしてい

進めてもら

車がなく

ほしい。 
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小規模な施
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いか 
に反映されれ

してほしい。
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要なポイン

いるか聞い

えるのは連

★
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ても利用で

施設がほし

で実施して

れば、 

 
２箇所おい

トとなる。
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連携を感じ

◇情報発信

◇開催場所

（小規模で

重要ポ

マークは 
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できる距離

い。 

てほしい。

てほしい

 

じる 

信の徹底

所の分散化

でもいい！

ポイント

ト！ 

離にほしい。

 
化 

）
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その他 

 
（付箋） 

 スポーツ競技に対しての競争という意識をどのように考えるか 
→順位をつけることを好しとしない風潮があったこともある 

 都市構造が基本的に車移動になっている 
 生活に即したコミュニティバス運行の必要性 
→人の動線とバス等路線が一致していない。 

 健康というテーマは市民によりニーズの違いがあり難しい 
 テーマを絞り、年齢別とする 
 高齢者は人と会うことが良い刺激となる。 
→年齢ごとに価値観が異なることの例としての意見 

 カムロ人形のスポーツイベントを作る。 
→カムロ杯と冠すなど、市民に親しみを持てる形で。 
 

（雑談などから） 

 大和芋、落花生など特産品が知られていないので、町中で作って販売するといい。 
 民間からすると、行政はスピードが遅い →鋭い視点がほしい 
 福祉分野への税金投入率が高い。ばら撒きと感じる点もあるので見直してほしい。 
 福祉分野に力が入りすぎているので、道路の狭いところ、暗いところに充てるよう見直

しをしてほしい。 
 行政と警察はもっと密に連携すべき 
 佐倉市には免許のない女性も多いと感じる。女性はとくに高齢化で足が弱くなりやすい

ので小回りが利くコミュニティバスの運行があると買い物難民防止にも効果的でいい。 
 今回参加者から出てきた意見が今後どのように反映されるかが大切 

 
発表内容 

 
施策の実現のために取り組んでいる事業はすばらしいが、それがうまく伝わってきておら

ず、活用しきれていない印象なので、情報発信の徹底をしてほしい。 
その他の意見ででた生活に即したコミュニティバスの運行の必要性について補足する。せ

っかくスポーツ大会などを開催していても、高齢者の方は免許返上をしていたり、そもそも

免許をもっていない方がいたり、佐倉でのイベントに志津の人が行けない実情からこの発言

があった。こういった課題点に着眼し、小規模でもいいから開催場所の分散化を提案した。 
 
  

検討テーマの範囲が広い

と議論しにくい。効果的

に、年齢別などターゲッ

トを絞ったほうがいい 
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（付箋） 
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手も運動が
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 スポーツへ参加しない方にはどうするか 
 犬のフンの始末が出来ない人が多い 
 車道と交わらない、遊歩道、自転車道の設置を 
 食の関心が高いため、健康と結び付けられると良い 
 町内会の役員は毎年変更して経験することで、 
理解できることもある。 

 地域をまとめる協議会の力が若干弱い 
 

（雑談などから） 

 病院や歯医者の数は多いが、どこも待ち時間が多い 
 施策評価について、未達成の原因と分析が必要 
 説明資料をもう少し図形化してほしい 
 57 の施策体系は優先順位が分からず多すぎである 
 「まひし」の説明が少なく理解が難しかった 
 ワークショップの成果報告書を情報提供して欲しい 

 
発表内容 

 
 まず、テーマについて良く出来ている部分として、健康教育等やスポーツ大会の実施等、

行政の取り組みについては良くやれているとの意見があった。 
また、地域コミュニティでの取り組みも良くできているという意見があった。 

 一方、課題や改善が必要な点もあり、がん検診の受診率の低さについては、行政の頑張り

は伝わるものの、もっと広報の工夫や充実が必要ではないかとの意見となった。 
スポーツと健康については、スポーツを行うと本当に健康になれるのかが、伝わってこな

いとの意見もあった。健康になれるのであれば、メリットやデメリットを含めもっとはっき

り周知していくようなアナウンスが必要ではないかとの意見があった。 
 スポーツへの参加については、既にスポーツをできている人は元気な人が多いのでないか

と考え、一方で、健康でもスポーツをできていない人、足腰が弱いため参加できない人も多

いのではないかと考えた。   
課題として、このような人達をどのようにスポーツにつなげていくかを考えることも重要

と捉えた。また、食の関心が高いため、健康と結びつけられると良いのではとの意見もあっ

た。全ての人を健康にするのは、非常に難しいと思われるが、個人単位での自覚が何より重

要になってくると考えている。 
 
（感想） 

スポーツに参加できていない層をどう取り込んでいくのかという着眼点は重要だと感じ

た。この課題に対しての取組をどう解決すればよいか次回の発表を楽しみにしている。  
 
 

地域の役割改善 
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売をして欲
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 公園の有効活用 
 ＮＰＯ、ボランティア活動への参加の仕方がわからない。 
 難病者、ハンディのある人のスポーツも検討して欲しい。 
 運動教室や健康、栄養などの啓発事業をするとき、自治会や学校を単位でやって欲しい。

その後の地域の結びつきにつながる。 
 地域まちづくり協議会の活動がわかりづらい。 
 高齢者の活用 
 後期高齢者を光輝高齢者に 
 坂の上なので、駅までの往復が大変である。バスの数を増やして欲しい。 

 
健康 

 
 ふまねっと運動（※）を地域で 
 自分の体と地域は自分達で守る 
 育自（育児が終わったら、自分自身を育てる） 
 幼児からの食育 

 
※ ふまねっと運動とは・・・ 

50 センチ四方のマス目でできた大きな網を床に敷き、この網を踏まないようにゆっく

り慎重に歩く運動です。 
 マス目を利用したステップがたくさん用意されており、このステップを間違えないよう

に「学習」しながら歩行のバランスを改善する「運動学習プログラム」です。集団で交差

して歩くこともできるので、レクレーションとしても楽しむことができます。 
 
その他 

 
（付箋） 

 消防団への関心が低い 
 ボランティアに参加する時間がない 
 子ども中心のボランティアがあれば子育て世代も参加しやすい 
 空き家の増加 

 
（雑談などから） 

 古い地域なので、地域に入っていきづらい 
 自治会が揉め事の原因になったことがある 
 消防団の団員が固定化してしまっており、若い世代が入ってこない。 
「こども消防団」があれば、若い子育て世代に関心を持ってもらえるかも 

 高血圧等の子どもがいる。数十年後を見据えた健康づくりを行っていかなければならな

い。 
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 いま野菜が高い。メインどおりに「道の駅」があり、 
安く野菜を売ってもらえればコミュニケーションの場にもなる。 

 ７５歳までは高齢者とはいえない。それまで活躍できる場が欲しい。 
そして後期高齢者は、光り、輝く高齢者、光輝高齢者になってほしい。 
→ ご自身の寝たきりとなった父親を、介護保険制度のない時代に 10 年看護した 
経験から。自分自身は、寝たきりにはならないよう、アクティブシニア！ 
 

発表内容 

 
 良いところは、ごみ収集がしっかりしている、公民館に人が良く集まる点。防災佐倉が充

実して聞きやすくなってきた。とくにボランティア活動が盛ん。お年寄りの面倒をボランテ

ィアが見るような仕組みとなっている。また、町内会館がひとつの町に一つある、防犯パト

ロールをほぼ各町会がやっている点がある。 
要望については、巡回バスの必要性が高まっている。買い物難民対策をしてほしい。メイ

ン通りに面した道の駅があったらいい。市が中心となって移動販売をしてほしい。野菜が高

く、物価が高くなってきている。６５－７５歳くらいまでは高齢者と呼べない。元気なひと

が多いのでその活用を考えてほしい。フルタイムは難しいが、介護の人手不足などで高齢者

の活用を考えるといい。また、公園が各町会に１～２あるが、ほとんど使われていない。高

齢者が活用できるよう運動用具等を置くとよい。自治会に関しては、役員をやりたがらない

人がいる反面、やりたい人がいるので、その兼ね合いが難しい。朝の子どもの見守りは続け

てほしい。消防団への関心が非常に低い点も課題。対高齢者ボランティアは多い一方、子ど

もに対するボランティアが少ない。健康ということでボランティアの人たちが一生懸命にな

ってやっているが、男性ボランティアの参加が少ない。子どもの頃からの食事法が大切とい

う話があったが、食育は大人になってからでは遅い。高血圧は塩分の取りすぎが要因。イギ

リスは減塩に取り組み２８００億円費用を減らした実績がある。子どものうちから取り組ま

ないといけないので、保育園のときからの食育に取り組んでほしい。 
 
（感想） 

高齢者ということばが氾濫している。高齢化は３～５年でなくなるものでない。負のイメ

ージで捉えられているが、ポジティブなものと捉えられるように行政に取り組んでほしい。 
 

 
  



 

 
良いところ

 
 自治会

 住民が

 公園で

 マンシ

夏には

 小学校

 子供達

 里山整

 駅前に
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→佐倉
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 市職員

 
課題 

 
 地域で
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 周囲に
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会未加入者へ

会未加入者へ

会加入率低下

に空家では

会の行事で若

会に加入しな

できるまちづ

治会やまちづ

また、活動の

識が高い 
協力的であ

をしている

まりで毎朝

や隣マンシ

化しての取

えのサポー

まちづくり

放置がない

掃除されて

園内等の清

入り口に協

会活動が盛

療体制が充

良い人が多

ークル作り

あり、地域

トロールに

への対応が

へ加入目的

下への対策

？と思われ

若い人の参

ない人、近

づくり・安

づくり協議

の担い手・

あった 
ると子供達が

朝ラジオ体操

ションの住民

取組が良い

ートが盛ん

り協議会の活

い事に感心

ている 
清掃活動が行

協力して花が

盛ん、住民

充実してい

多い 

りが無い 
域活動にま

に不参加者が

が不十分 
的を知らせた

策が不十分

れる家があ

参加が少な

近所付き合い

安全性の確保

議会の活動が

指導者が高
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が気軽に声

操をしてい

民も参加し

活動が活発

している

行われてい

が植えられ

も協力的で

る 

とまらない

が多い 

たい 

る 
くなってき

いを嫌う人

保 
が盛んで良

高齢化して

声をかけて

いる 
している 

発 

いる 
れている 
で大変良い。

い 

きている 
人もいる 

良い反面、参

ており、次世

その他

くれる 

。 

参加しない

世代の育成

い人とのギャ

成が課題。 

自治

ャップがあ

治会活動

あ
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良い点・悪い点 

 
（付箋） 

 「まちづくりしよ」の作成は効果的 
→市民協働情報誌が良くできているので活用した方が良い 

 公園内での子供のマナーが良くなった 
 観光パンフレットが充実している 
 コミュニティ活動は多いが、各団体の連携は不足 
 運動サークル団体の一覧があれば良い 
 まちづくり協議会の活動が知られていない 
 地域まちづくりの指導者育成はどう進めていくのか 
 まちづくり協議会以外の団体の活動が見えない 
 サポートセンターの活動がよく見えない 
 「まち協」と「サポートセンター」の連携不足 
→市民公益活動サポートセンターや各種団体、まちづくり協議会等 
の素晴らしい活動をもっと周知した方が良い（広報の充実） 

 地域資源を活かした活動ができると良い 
 観光都市推進のために佐倉のイメージづくりが不足している 
 地域コミュニティに文化活動も展開すべき 
 もう少し低料金で芝居や音楽を楽しみたい（音楽ホールの料金が高い） 

 
（雑談などから） 

 付箋の色は、赤が課題・悪い点、青が良い所の方がイメージしやすかった 
 市街化調整区域の隣接地開発などの乱開発を市で制限して欲しい 

 
発表内容 

 
 市民ができることはたくさんあるという意識でこれからの見通しを話合い、「なお一層市

民サイドのまちづくりを」という結論になった。その根拠として、佐倉市民は自治意識が高

く、その環境で育った子供達も自治意識が高いと考えている。例えば、自治意識から行われ

ている行動により、子供達が安全に登校できており、まちには花があふれている。自治意識

の活動を支えているのは自治会の活動であり、非常に良い実践をしている。一方、自治会に

おける課題として、空家が増えてきたことによる地域の安全や、自治会を担う人員の減少し

てきていることがある。 
まちづくり協議会については、本日配布資料に協議会紹介や取組が記載されている。素晴

らしい活動を行っており、目に見える活動につながってきているものの、一般の市民への周

知がまだまだ広まっていないという課題を感じた。このような課題に対しては、行政の役割

の部分もあるが、地域の人材を活用しながらの取組や市民ができる役割もあると考えている。 
「なお一層市民サイドのまちづくりを」を意識しながら次回の会議で解決策を考えていきた

い。 

スタートしたぞ 
まちづくり協議会 

多様な 
市民活動 


